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INTERVIEW

　
2
0
1
6
年
11
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、

新
た
な
魅
力
が
加
わ
っ
た
な
ら
フ
ァ
ミ
リ
ー
。

大
宮
通
り
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
も
良
い
大
型

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の
こ
れ
か
ら
を
、

施
設
を
所
有
す
る
日
本
リ
テ
ー
ル
フ
ァ
ン
ド

投
資
法
人
の
資
産
運
用
会
社
で
あ
る
三
菱

商
事
・
ユ
ー
ビ
ー
エ
ス
・
リ
ア
ル
テ
ィ
株
式

会
社
の
鎌
谷
さ
ん
に
伺
い
ま
し
た
。

2
0
1
6
年
11
月
、生
ま
れ

変
わ
っ
た
な
ら
フ
ァ
ミ
リ
ー
へ

　

な
ら
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
三
菱
商
事
と
ジ
ャ
ス
コ

（
現
イ
オ
ン
株
式
会
社
）、
近
鉄
百
貨
店
の

3
社
で
立
ち
上
げ
、
全
国
的
に
も
珍
し
い

2
核
1
モ
ー
ル
の
商
業
施
設
と
し
て
、

1
9
7
2
年
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。1
9
9
2

年
に
建
替
え
を
行
い
、
ほ
ぼ
今
の
形
が
整
い
ま

し
た
。
そ
の
後
も
小
規
模
な
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を

行
っ
て
き
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
日
本
リ
テ
ー

ル
フ
ァ
ン
ド
投
資
法
人
が
所
有
し
て
か

ら
十
数
年
。
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
さ
ら
な
る
成

長
を
目
指
す
た
め
、
4
～
5
年
の
構
想
期
間

を
経
て
、
2
0
1
6
年
11
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
な
ら

フ
ァ
ミ
リ
ー
は
、
我
々
の
枠
組
み
で
は
郊
外
型

商
業
施
設
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
よ
り
ハ
イ
ク
オ

リ
テ
ィ
な
都
市
型
商
業
施
設
へ
と
生
ま
れ
変

わ
り
ま
し
た
。
目
玉
と
な
る
の
は
、新
専
門
店

街「
z
o
r
o
」の
誕
生
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

以
前
は
奈
良
県
へ
の
出
店
に
意
欲
的
で
は
な

か
っ
た
お
店
に
も
来
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
今
回
、
奈
良
県
初
出
店
の
テ

ナ
ン
ト
は
20
ほ
ど
に
な
り
ま
す
。
専
門
店
以
外

に
も
、
イ
オ
ン
が
「
イ
オ
ン
ス
タ
イ
ル
奈
良
」

へ
と
刷
新
さ
れ
た
り
、
近
鉄
百
貨
店
も
新
た

な
テ
ナ
ン
ト
を
入
れ
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
ま

し
た
。
L
I
N
E
や
F
a
c
e
b
o
o
k
な
ど
、

S
N
S
で
積
極
的
に
情
報
を
発
信
し
た
り
、

W
i
―
f
i
を
整
備
す
る
な
ど
、
お
客
さ
ま
と

の
繋
が
り
を
向
上
さ
せ
た
り
、
耐
震
面
の
強

化
も
行
っ
て
い
ま
す
。
既
存
の
お
客
さ
ま
に
喜

ば
れ
、
20
代
・
30
代
の
女
性
に
も
訴
求
で
き

る
商
業
施
設
に
な
っ
た
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

「
大
和
モ
ダ
ン
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
上
質
な
空
間
が
完
成

　
『
R
E
B
O
R
N 

P
R
O
J
E
C
T
』
と

題
し
た
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
奈
良

ら
し
さ
を
前
面
に
打
ち
出
し
た
環
境
作
り
を

行
い
ま
し
た
。
51
億
円
と
い
う
大
き
な
額
を

投
入
し
て
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
そ
れ
だ
け

の
価
値
は
あ
る
と
見
込
ん
で
の
投
資
で
す
。

奈
良
は
古
都
と
し
て
の
風
格
が
あ
り
、
い
に

し
え
の
文
化
が
息
づ
く
地
で
す
。
地
元
の
皆

さ
ま
は
品
質
の
高
い
も
の
を
求
め
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
し
、貯
蓄
率
が
全
国
的
に
と
て
も
高
い
。

「奈良らしさ」を打ち出した
ハイクオリティな
商業施設を

三菱商事・ユービーエス・リアルティ株式会社　執行役員　関西支社長　鎌谷 裕史さん

鎌
か ま た に

谷 裕
ゆ う

史
し

さん

三菱商事・ユービーエス・
リアルティ株式会社
執行役員　関西支社長

らくだ広場の新たなシンボル「TAKARAKUDA( タカラクダ )」の誕生を祝し、 
作家 大平龍一氏による「大平龍一 TAKARAKUDA 展」が開催されました
輪切りにした巨木を並べ、それぞれに矢が突き立った作品
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さ
ら
に
海
外
か
ら
の
お
客
さ
ま
も
た
く
さ
ん

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
奈
良
に
は
、
ま
だ
ま

だ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。
今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
あ
た
っ
て
、

東
京
や
大
阪
の
大
型
商
業
施
設
な
ど
も
手
が

け
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
話
を
進
め
、
奈
良
の
象

徴
で
あ
る
天
平
文
化
を
現
代
に
翻
訳
す
る

「
大
和
モ
ダ
ン
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
基
本
に

据
え
て
内
装
を
作
り
上
げ
て
い

き
ま
し
た
。
各
階
ご
と
に
「
格ご

う

」

「
沙
」「
傘
」「
旅
路
」
と
異
な
る
モ

チ
ー
フ
を
使
っ
て
空
間
づ
く
り

を
し
て
い
ま
す
。
シ
ル
ク
ロ
ー

ド
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
天
井
画
が

あ
っ
た
り
、
質
朴
な
格
天
井
を

し
つ
ら
え
た
り
と
、
随
所
で
奈

良
ら
し
さ
や
美
を
感
じ
ら
れ

る
空
間
で
す
。
皆
さ
ま
に
親
し

ま
れ
て
い
た
ら
く
だ
広
場
に
は

「
T
A
K
A
R
A
K
U
D
A
」と
い

う
新
た
な
シ
ン
ボ
ル
が
登
場
し

ま
し
た
。
巨
大
な
ク
ス
ノ
キ
か
ら

掘
り
出
し
た
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ

ク
な
オ
ブ
ジ
ェ
で
す
。
ら
く
だ

広
場
か
ら
各
階
に
繋
が
る
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
は
ガ
ラ
ス
張
り
に
す
る

こ
と
で
、平
城
宮
跡
が
見
渡
せ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
お
買
い

物
の
際
に
は
、
こ
う
し
た
デ
ザ

イ
ン
に
も
注
目
し
て
い
た
だ
け

た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

奈
良
の
魅
力
を
奈
良
の
人
が

知
る
拠
点
に

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
前
か
ら
、
イ
ベ
ン
ト
会
場

の
提
供
や
自
治
体
の
チ
ラ
シ
を
設
置
す
る
な

ど
、
地
域
の
活
性
化
に
繋
が
る
活
動
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
平
城
宮
跡
で
行
わ
れ
る
天
平
祭

の
P
R
イ
ベ
ン
ト
や
、
リ
ニ
ア
推
進
事
業
に

関
連
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
は
ら
く
だ
広
場
を
活

用
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
奈
良
の
魅
力
を

奈
良
の
方
に
発
信
で
き
る
場
と
し
て
活
用
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
ね
。
行
政
と
連
携

を
取
り
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
と
し

て
は
、
海
外
の
お
客
さ
ま
へ
の
周
知
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
需
要
は
こ
れ

か
ら
さ
ら
に
見
込
め
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
直
後
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

今
後
の
具
体
的
な
予
定
は
ま
だ
ま
だ
決
ま
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
奈
良
の
発
展
に
繋
が
る

協
力
は
で
き
る
限
り
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

大
和
西
大
寺
駅
周
辺
の
整
備

で
さ
ら
な
る
活
性
化
を

　

な
ら
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
近
鉄
大
和
西
大
寺
駅

か
ら
徒
歩
3
分
と
い
う
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
が

強
み
で
す
が
、
駅
を
挟
ん
だ
南
北
の
交
通
が

分
断
さ
れ
て
い
た
り
、
開
か
ず
の
踏
切
の
問

題
、
道
路
が
渋
滞
し
や
す
い
と
い
う
課
題
点

も
あ
り
ま
す
。
乗
降
数
が
多
く
、
県
内
有
数

の
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
降
り

る
お
客
さ
ま
は
少
な
い
印
象
で
す
。
道
路
の

面
で
も
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
、
近
隣
に
住
む

方
に
「
な
か
な
か
車
で
動
け
な
い
ね
」
と

い
っ
た
声
を
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
今
後
は
、
歩
行
者
専
用
の
南
北
自
由
通

路
や
ロ
ー
タ
リ
ー
な
ど
も
で
き
、
非
常
に
便

利
に
な
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
行
政
に
は
、

交
通
の
利
便
性
を
高
め
て
い
た
だ
く
動
き
を

期
待
し
て
い
ま
す
。交
通
が
便
利
に
な
れ
ば
、

な
ら
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
売
上
ア
ッ
プ
に
繋
が
り

ま
す
し
、
私
た
ち
の
よ
う
な
商
業
施
設
の
売

上
ア
ッ
プ
は
県
内
消
費
の
向
上
に
繋
が
る
も

の
。
そ
の
こ
と
が
、
結
果
と
し
て
地
域
全
体

の
活
性
化
に
繋
が
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
ま

す
。
行
政
と
私
た
ち
が
目
指
す
場
所
は
同
じ

な
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

これからのならファミリーを見守り続ける新ラクダオブジェ「TAKARAKUDA」

屋上からは若草山や平城宮跡などを眺めることができます
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一
年
の
始
ま
り
に
無
病
息
災
を
祈
る

奈
良
大
立
山
ま
つ
り

　

江
戸
時
代
か
ら
、
県
内
各
地
に
は「
造
り

も
の
を
身
代
わ
り
と
し
て
、
厄
を
落
と
す
」

と
い
う
風
習
が
あ
り
、
そ
れ
を「
立
山
」
と
呼

ん
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
風
習
を
も
と
に
、
平
成
28
年
か
ら
新

た
な
冬
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
始
ま
っ
た
の
が
、

「
奈
良
大
立
山
ま
つ
り
」
で
す
。

　

四
天
王
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
巨
大
な
大
立

山
が
巡
行
し
、
県
内
各
地
の
伝
統
行
事
が
集

結
す
る
な
ど
、
１
年
の
始
ま
り
に
平
城
宮
跡

で
無
病
息
災
を
祈
り
ま
す
。

　

新
春
に
ふ
さ
わ
し
い
壮
大
な
ス
ケ
ー
ル
で
、

美
し
い
夜
の
平
城
宮
跡
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

県
内
各
地
の「
あ
っ
た
か
も
ん
」集
合

　

期
間
中〔
25
日（
水
）～
29
日（
日
）〕
を

通
し
て「
お
も
て
な
し
」
を
テ
ー
マ
に
県

内
市
町
村
か
ら「
あ
た
た
か
い
食
」
を
提

供
し
ま
す
。

　

27
日
（
金
）～
29
日
（
日
）
に
は
、
各

市
町
村
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
自
慢
グ
ル
メ
を

競
い
合
う
「
あ
っ
た
か
も
ん
グ
ラ
ン
プ

リ
」
を
開
催
。

　

あ
っ
た
か
料
理
を
食
べ
比
べ
に
き
て
く

だ
さ
い
。

�

【
な
ら
の
観
光
力
向
上
課
】

INFORMATION

大
宮
通
り
の
冬
を
熱
く
盛
り
上
げ
る
イ
ベ
ン
ト

四天王を象った高さ７ｍを超える巨大で鮮やかな４基の光る山車「大立山」が大極殿院に勢揃いします
ライトアップされた大極殿をバックに光を放ちながら夜の平城宮跡を練り歩きます（昨年度の奈良大立山まつりの様子）

東吉野村「小川祭」は、８連の太鼓台が勇壮に練り歩きます
（奈良大立山まつりには、うち2連が出演）

開
催
日
‥
平
成
29 

年
１
月
25
日（
水
）

～
１
月
29
日（
日
）

開
催
時
間
‥
25
日（
水
）・
26
日（
木
）

	

18
～
20
時

	

27
日（
金
）～
29
日（
日
）

	

13
～
20
時

会　

  

場
‥
平
城
宮
跡（
※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
）

問
合
せ
先
‥
奈
良
県
冬
季
誘
客
イ
ベ

ン
ト「
大
立
山
ま
つ
り
」

実
行
委
員
会（
な
ら
の

観
光
力
向
上
課
内
）	

☎
0
7
4
2
―
2
7
―
8
0
5
1

�

入
場
無
料（
一
部
有
料
観
覧
席
あ
り
）

開
催
時
間
‥
25
日（
水
）～
26
日（
木
）

	

18
～
20
時

	

27
日（
金
）
17
～
20
時

	

28
日（
土
）・
29
日（
日
）

16
～
20
時	

	
	

（
い
ず
れ
も
予
定
）
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炎
と
花
火
が
夜
空
を
彩
り
ま
す
！

　

古
く
よ
り
続
け
ら
れ
て
き
た
若
草
山
焼

き
は
、
今
年
は
1
月
28
日
（
土
）（
毎
年
1

月
第
4
土
曜
日
に
開
催
）
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

聖
火
行
列
は
、
春
日
大
社
境
内
飛
火
野

で
行
わ
れ
て
い
る
大
と
ん
ど
の
火
を
も
ら
い

受
け
、
17
時
5
分
頃
若
草
山
山
麓
の
野
上

神
社
に
向
け
て
、
飛
火
野
を
出
発
し
ま
す
。

　

野
上
神
社
で
山
焼
き
の
無
事
を
祈
っ
た

の
ち
、
33
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
草
地
に
一
斉
に

点
火
。
山
へ
の
点
火
、消
火
作
業
の
た
め
、

毎
年
多
く
の
消
防
団
の
方
の
ご
協
力
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
山
焼
き
直
前
に
は
、6
0
0
発
以
上

の
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
す
。
県
内
最
大

級
の
冬
花
火
も
併
せ
て
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
他
、山
麓

で
は
ほ
っ
と
ス
ー

プ
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
、

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
な
ど
も
実
施
！

ま
た
、
海
外
か
ら

の
観
光
客
の
方
を

お
も
て
な
し
す
る

た
め
、
多
言
語
対

応
の
観
光
案
内

ブ
ー
ス
も
設
置
し

ま
す
。

　

毎
年
、
多
く
の
方
で
賑
わ
う
若
草
山
麓

で
迫
力
満
点
の
若
草
山
焼
き
を
ご
堪
能
く

だ
さ
い
。
ま
た
、人
気
の
写
真
ス
ポ
ッ
ト
・

平
城
宮
跡
で
は
、
今
年
は
大
立
山
ま
つ
り

が
同
日
開
催
。
冬
の
奈
良
の
二
大
行
事
を

一
緒
に
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

　

な
お
、
当
日
は
若
草
山
周
辺
な
ど
で
通

行
規
制
が
行
わ
れ
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

今
後
も
若
草
山
焼
き
行
事
を
続
け
て
い

け
る
よ
う
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
安
全
に
細
心
の
注
意
を
払
い

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

�

【
奈
良
公
園
室
】

奈
良
公
園
が
美
し
い
瑠
璃
色

に
包
ま
れ
ま
す
！

　

今
年
度
も
、
春
日
大
社
・
興
福
寺
・
東

大
寺
・
奈
良
公
園
一
帯
が
幻
想
的
な
瑠
璃

色
に
包
ま
れ
る
「
し
あ
わ
せ
回
廊 

な
ら

瑠
璃
絵
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

期
間
中
は
奈
良
を
代
表
す
る
三
社
寺
、

春
日
大
社
、
興
福
寺
、
東
大
寺
及
び
奈
良

国
立
博
物
館
に
、
夜
間
特
別
拝
観
を
実
施

し
て
い
た
だ
く
ほ
か
、
ご
好
評
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
奈
良
春
日
野
国
際
フ
ォ
ー
ラ

ム
庭
園
の
「
冬
七
夕
ロ
ー
ド
願
い
の
花
た

ん
ざ
く
」
や
春
日
大
社
境
内
で
の
「
光
の

夜
神
楽
」
な
ど
も
実
施
。　

　

最
終
日
は
、
奈
良
公
園
の
誕
生
日
を
祝
う

バ
ー
ス
デ
ー
花
火
・
ラ
イ
ブ
が
催
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
奈

良
実
行
委
員
会
と
共
催
で
【
学
び
の
夜
-

祈
り
の
回
廊
】
を
実
施
し
ま
す
。

　

講
師
に
は
、各
日
程
で
、春
日
大
社 

宮
司

花
山
院 

弘
匡
氏（
2
月
10
日
）、
興
福
寺 

貫
首　

多
川 

俊
映
師（
2
月
11
日
）、
東
大

寺
別
当 
狹
川 
普
文
師（
2
月
9
日
）、
奈

良
国
立
博
物
館　

学
芸
部
長　

内
藤 

栄 

氏
（
2
月
13
日
）
を
お
迎
え
し
て
、
奈

良
の
魅
力
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

　
「
し
あ
わ
せ
回
廊

な
ら
瑠
璃
絵
」
は
、

皆
さ
ま
の
深
い
ご

理
解
と
ご
協
力
に

よ
り
開
催
し
て
お

り
ま
す
。
今
後
と

も
、
な
ら
瑠
璃
絵

を
宜
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

冬
の
一
大
行
事「
若
草
山
焼
き
」

三
社
寺
を
光
の
回
廊
で
つ
な
ぐ

「
～
し
あ
わ
せ
回
廊
～
な
ら
瑠
璃
絵
」

開
催
日
: 

平
成
29
年
2
月
8
日（
水
）

～
14
日（
火
）

点
灯
時
間
:

18
時
～
21
時

会　
　
場
:
奈
良
公
園
一
帯

問
合
せ
先
:
な
ら
瑠
璃
絵
実
行
委
員
会	

☎
0
7
4
2
―

2
0
―

0
2
1
4

	

入
場
無
料（
一
部
有
料
）

■【
学
び
の
夜
―
祈
り
の
回
廊
】

	

（
無
料
・
事
前
予
約
）

開
催
時
間
:

16
時
～
16
時
30
分

問
合
せ
先
:
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
奈
良
実
行

委
員
会（（
株
）S
A
P
内
）	

	

☎
0
３
―

5
2
2
6
―

8
5
3
7

申 

込 

先
:w

w
w

.sap-co.jp/
festivalnara/m

anabi

開
催
日
: 

平
成
29
年
1
月
28
日（
土
）

開
催
時
間
: 

18
時
15
分 

大
花
火
・

18
時
30
分 

一
斉
点
火

会　

場
:
若
草
山
一
帯
ほ
か

問
合
せ
先
:
若
草
山
焼
き
行
事
実
行

委
員
会（
奈
良
公
園
室
内
）

☎
0
7
4
2
―

２
7
―

8
6
7
7

	

入
場
無
料
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～
障
害
の
あ
る
人
と
な
い

人
が
と
も
に
奈
良
か
ら
新

た
な
文
化
を
発
信
！
～

　

平
成
29
年
9
月
1
日
（
金
）～
11
月

30
日
（
木
）
ま
で
「
第
32
回
国
民
文
化

祭
・
な
ら
2
0
1
7
」「
第
17
回
全
国
障

害
者
芸
術
・
文
化
祭
な
ら
大
会
」
を
全

国
で
初
め
て
一
体
開
催
。

　

県
内
全
39
市
町
村
で
ス
テ
ー
ジ
や

ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な

ど
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
障
害

の
あ
る
人
も
な
い
人
も
一
体
と
な
っ
て

イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

　

歴
史
と
文
化
の
豊
か
な
蓄
積
を
誇
る

日
本
文
化
の
始
ま
り
の
地
・
奈
良
を
全

国
に
、
そ
し
て
世
界
に
発
信
し
ま
す
！

　
「
障
害
の
あ
る
人
と
な
い
人
の
つ
な

が
り
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
て
い
る

奈
良
県
障
害
者
芸
術
祭
。
今
回
は
、

「
国
文
祭
・
障
文
祭
な
ら
2
0
1
7
」

の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
例
年
以

上
に
規
模
を
拡
大
し
て
開
催
し
ま

す
。
企
画
展
「
P
l
a
y 

a
r
t
! 

ア
ー
ト
と
ゲ
ー
ム
」、「
ビ
ッ
グ
幡ば
ん 

in 
東
大
寺
」、「
オ
ン
ス
テ
ー
ジ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
鹿
の
劇
場
『
B
U
N
N
A
』」、

「『
障
害
×
ア
ー
ト
』
芸
術
の
新
し
い

可
能
性
を
探
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
な

ど
多
数
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
期
間
を
合
わ
せ
て
開
催
す

る
「
さ
わ
っ
て
楽
し
む
体
感
展
示
」

で
は
、
普
段
さ
わ
る
こ

と
の
で
き
な
い
作
品
に

触
れ
て
、
新
た
な
発
見

や
感
触
の
楽
し
さ
を
体

感
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、「
国

文
祭
・
障
文
祭
な
ら

2
0
1
7
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
国
民
文
化
祭
・
障
害

者
芸
術
文
化
祭
課
】

9
月
～
11
月

国
文
祭
・
障
文
祭
な
ら
2
0
1
7
全
国
初
の
一
体
開
催
！

興福寺仏頭・模造
（旧東金堂本尊）

「さわって楽しむ体感展示」
“触覚での鑑賞”をお楽しみください

過去の企画展の様子。今回は「ゲーム」をテーマに、障害のある人の
作品を展示します。ワークショップで制作したオリジナルゲームも遊
んでいただけます

「プライベート美術館」
県内の障害のある人の作品を近鉄奈良駅周辺
の店舗や町家でお楽しみください
※1月27日（金）～2月12日（日）開催

開
催
日
: 

平
成
29
年
2
月
4
日（
土
）～

12
日（
日
）

開
催
時
間
:
会
場
に
よ
り
異
な
る

会　
　
場
:
奈
良
県
文
化
会
館
、
東
大

寺
、
奈
良
市
な
ら
ま
ち
セ

ン
タ
ー
、
近
鉄
奈
良
駅
周

辺
の
店
舗
ほ
か

問
合
せ
先
:
第
17
回
全
国
障
害
者
芸

術
・
文
化
祭
実
行
委
員
会

（
国
民
文
化
祭
・
障
害
者

芸
術
文
化
祭
課
内
）

	

☎
0
7
4
2
―
2
７
―
8
4
8
6

http://nara-kokushoubun.jp
 

入
場
無
料

プ
レ
イ
ベ
ン
ト  

2
月
4
日（
土
）～
12
日（
日
）

奈
良
県
障
害
者
芸
術
祭

H
A
P
P
Y 

S
P
O
T 

N
A
R
A 

2
0
1
6
― 

2
0
1
7
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～
新
し
い
花
壇
が
完
成
し
ま
し
た
～

　

平
成
28
年
2
月
に
大
宮
通
り
の
菰
川
～

奈
良
市
役
所
前
の
北
側
歩
道
に
お
い
て
、

さ
ら
に
、
平
成
28
年
11
月
に
は
、
ジ
ョ
ー

シ
ン
奈
良
店
前
～
朱
雀
門
の
南
側
歩
道
に

お
い
て
、嵩
上
げ
花
壇
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

両
花
壇
の
花
は
、
植
え
付
け
ら
れ
て
間

が
な
い
の
で
、
あ
ま
り
大
き
く
あ
り
ま
せ

ん
が
、
暖
か
く
な
る
に
つ
れ
成
長
し
、
春

に
は
花
付
き
が
良
く
な
り
、
見
頃
を
迎
え

る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
大
宮
通
り
を
花
で
綺
麗
な

通
り
に
す
る
た
め
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

�

【
道
路
管
理
課
】

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗
状
況

　

県
議
会
の
議
決
を
経
て
、
交
流
拠
点
施

設
（
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
、
屋
外
・
屋

内
多
目
的
広
場
、
観
光
振
興
施
設
等
か
ら

な
る
複
合
施
設
）
を
整
備
・
運
営
す
る
事

業
者
と
の
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。
現
在
、

施
設
の
設
計
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

奈
良
の
文
化
、奈
良
で
の
滞
在
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
き
、地
域
の
方
と
の
交
流
の
拠
点

と
な
る
よ
う
な
施
設
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
隣
接
し
て
事
業
を
実
施
す
る
ホ

テ
ル
事
業
者
（
Ｊ
Ｗ
マ
リ
オ
ッ
ト
の
国
内

初
進
出
）、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
（
奈
良
放
送
会
館
の

移
転
）
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
平
成
32
年

春
の
「
ま
ち
び
ら
き
」
を
目
指
し
ま
す
。

【
大
宮
通
り
新
ホ
テ
ル・
交
流
拠
点
事
業
室
】

大
宮
通
り
新
ホ
テ
ル
・
交
流
拠
点
事
業
の
動
き

大
宮
通
り
を
花
で
美
し
く
！

観光振興施設　外観イメージ
　県産品、県食材等を活用した物販、カフェ、レストラン

屋内多目的広場（劇場）
内部イメージ

活用例
・市民による音楽コンサート
・演劇等のライブイベント
・映画上映、展示イベント

交流拠点
事業用地

県道奈良生駒線（三条通り）

大宮通り

ホテル事業
用地

NHK
事業
用地

369

新
設
道
路

市
道
北
部
第
5
0
0
号
線

奈良市役所

平成28年11月に完成した
ジョーシン奈良店前～朱雀門前の
嵩上げ花壇

平成28年2月に完成した
菰川～奈良市役所前の嵩上げ花壇

位置図
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（
仮
称
）
登
大
路
バ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル
の
工
事
が
い
よ
い
よ

ス
タ
ー
ト
！

　
（
仮
称
）
登
大
路
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の

起
工
式
を
、
9
月
10
日
（
土
）
に
、
県
庁

東
側
の
建
設
予
定
地
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

起
工
式
に
は
、
荒
井
知
事
を
は
じ
め
、

関
係
者
ら
約
40
人
に
ご
参
列
い
た
だ
き
、

工
事
の
安
全
を
祈
念
し
ま
し
た
。

　

式
典
後
は
、
平
成
30
年
度
の
完
成
を
目

指
し
、
早
速
工
事
に
着
手
。

　

渋
滞
緩
和
と
と
も
に
、
情
報
発
信
と
お

も
て
な
し
を
提
供
す
る
、
新
た
な
拠
点
施

設
の
誕
生
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

�

【
奈
良
公
園
室
】

観
光
交
流
拠
点
施
設

起
工
式
を
開
催
！

　

大
宮
通
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
核
と
な
る

平
城
宮
跡
歴
史
公
園
の
玄
関
口
（
朱
雀
大

路
西
側
地
区
）
に
整
備
を
進
め
る
、「
観

光
交
流
拠
点
施
設
」
新
築
工
事
の
起
工
式

を
10
月
21
日（
金
）に
、
開
催
し
ま
し
た
。

　

飲
食
・
交
流
施
設
、
観
光
案
内
・
物
販

施
設
、団
体
集
合
施
設
、タ
ー
ミ
ナ
ル
シ
ェ

ル
タ
ー
な
ど
、
県
産
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使

用
し
、
木
の
暖
か
さ
を
感
じ
ら
れ
る
施
設

と
な
る
よ
う
に
計
画
し
て
い
ま
す
。

本
格
的
に
工
事
が
ス
タ
ー
ト
！

　

今
後
、本
格
的
に
造
成
工
事
、公
園
工
事
、

建
築
工
事
な
ど
を
行
い
、
平
成
29
年
度
内

の
施
設
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

　

工
事
期
間
中
は
周
辺
地
元
の
皆
さ
ま
に

は
何
か
と
ご
不
便
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た

し
ま
す
が
、
何
卒
ご
理
解
と
ご
協
力
の
ほ

ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

【
平
城
宮
跡
事
業
推
進
室
】

奈
良
公
園
の
新
し
い
顔

渋
滞
緩
和
と
ア
メ
ニ
テ
ィ
向
上
で

観
光
を
快
適
に

平
城
宮
跡
歴
史
公
園（
奈
良
県
整
備
区
域
）の
状
況

INFORMATION

起工式の様子

整備イメージ
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今
年
度
で
6
年
目
と
な
っ
た
平
城
京
天

平
祭
。
今
回
か
ら
、
天
平
祭
・
夏
と
秋
に

新
た
な
テ
ー
マ
を
設
定
し
ま
し
た
。
こ
こ

で
は
、
今
年
度
の
実
施
の
様
子
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

七
夕
の
起
源
「
き
っ
こ
う
で
ん
」

　
『
天
の
海
に　

雲
の
波
立
ち　

月
の
舟

　
　
　

星
の
林
に　

漕
ぎ
隠
る
見
ゆ
』

（
こ
の
和
歌
は
奈
良
時
代
に
詠
ま
れ
た
も
の

で
、
七
夕
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
も
の
で
す
）

　

か
つ
て
の
平
城
宮
で
は
乞
巧
奠
（
き
っ

こ
う
で
ん
）
と
い
う
催
事
が
執
り
行
わ

れ
、
こ
れ
が
現
在
の
七
夕
の
起
源
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
夏
の
天
平

祭
を
「
天
平
た
な
ば
た
祭
り
」
と
し
て
、

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
よ
り
平
城
宮
跡
の
七

夕
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

織
姫
と
彦
星
が
出
会
う
様
子
を
描
い

た
「
天
平
七
夕
行
列
」
や
燈
花
会
の
灯
り

で
天
の
川
を
表
現
し
た
「
燈
花
会
＠
大
極

殿
」。
祭
り
の
定
番
の
屋
台
「
夏
の
夜
市
」

で
は
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
そ

の
他
に
、
会
場
内
に
設
置
し
た
笹
に
は
、

た
く
さ
ん
の
来
場
者
が
お
願
い
事
を
掛
け

て
く
だ
さ
り
、
七
夕
を
満
喫
し
て
い
た
だ

け
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

と
も
に
楽
し
む
秋
祭
り

　

天
皇
即
位
の
最
初
に
行
う
五
穀
豊
穣
を

祝
う
大
嘗
祭
。
そ
の
後
に
あ
る
豊
明
節
会

と
い
う
宴
会
で
称
徳
天
皇
は
、
人
々
に
お
酒

を
頬
が
赤
く
な
る
ほ
ど
い
た
だ
い
て
歓
び
楽

し
む
よ
う
に
詔
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。「
み

つ
き
う
ま
し
祭
り
」
は
、
こ
の
「
共
に
楽
し

く
集
う
」
こ
と
を
再
現
し
た
お
祭
り
で
す
。

　
「
奈
良
の
酒
と
食
の
天
平
マ
ル
シ
ェ
」

で
は
、
奈
良
の
お
い
し
い
も
の
や
お
酒
が

一
堂
に
集
合
。
ま
た
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｂ
Ｅ
Ｒ
Ｇ

さ
ん
を
は
じ
め
と
し
た
数
々
の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
に
よ
る
歌
や
演
奏
は
会
場
を
盛
り
上

げ
、
時
に
は
癒
し
て
く
れ
ま
し
た
。
11
月

5
日
（
土
）、
6
日
（
日
）
に
は
航
空
自

衛
隊
奈
良
基
地
開
設
60
周
年
記
念
行
事
の

一
環
と
し
て
、
奈
良
で
は
約
30
年
ぶ
り
に

ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
の
展
示
飛
行
が
あ

り
、
非
常
に
多
く
の
方
が
観
覧
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
、
会
場
で
は
お
い
し
い

も
の
や
楽
し
い
催
し
を
集
め
た
イ
ベ
ン
ト

と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
今
回
の
平
城
京
天
平
祭
に
ご

来
場
い
た
だ
い

た
皆
さ
ま
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
ま

た
次
回
も
ぜ

ひ
遊
び
に
来

て
く
だ
さ
い
。

大
極
殿
を
背
に
、
圧
巻
の
舞
台
を
披
露

　

9
月
22
日（
木
）・
24
日（
土
）に
、さ
わ

か
み
オ
ペ
ラ
芸
術
振
興
財
団
主
催
、
奈
良

県
共
催
に
よ
り
オ
ペ
ラ
「
ト
ゥ
ー
ラ
ン

ド
ッ
ト
」
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
日
伊
国

交
1
5
0
周
年
記
念
と
し
て
開
催
さ
れ
た

も
の
で
、
大
極
殿
に
イ
タ
リ
ア
の
名
門
ボ

ロ
ー
ニ
ャ
歌
劇
場
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
や
一
流

の
ソ
リ
ス
ト
達
が
集
結
し
ま
し
た
。
平
城

京
は
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
終
着
駅
の
一
つ
と

さ
れ
、
遙
か
ロ
ー
マ
に
つ
な
が
る
と
言
わ

れ
て
お
り
、
今
回
の
オ
ペ
ラ
の
上
演
は
、

そ
の
荘
厳
さ
と
共
に
両
国
の
つ
な
が
り
を

感
じ
さ
せ
る
も
の
で
し
た
。

�

【
平
城
宮
跡
事
業
推
進
室
】

こ
の
地
で
行
わ
れ
た
催
事
の
再
現
を
は
か
っ
た

夏
と
秋
の
平
城
京
天
平
祭

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
で

つ
な
が
る
オ
ペ
ラ

「
ト
ゥ
ー
ラ
ン
ド
ッ
ト
」

次回の天平祭もお楽しみに！

月をかたどった山車に乗って進む彦星

出演者総勢260名を超える本場のオペラ

ろうそくの灯りが、天の川を浮かび上がらせます
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東
院
庭
園
　
観
月
会

　

平
城
宮
跡
の
東
院
庭
園
で
、
9
月
17
日

（
土
）
に
奈
良
文
化
財
研
究
所
主
催
に
よ
る

「
東
院
庭
園
観
月
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
に
は
、蘇（
そ
）や
脯
穴（
ほ
じ
し
）

な
ど
、
奈
良
時
代
の
料
理
を
再
現
し
た
食

事
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
城

宮
の
歴
史
に
関
す
る
ミ
ニ
講
演
会
に
、
皆

さ
ま
興
味
深
そ
う
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し

た
。最
後
に
は
、古
代
衣
装
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
シ
ョ
ー
も
開
催
。
皆
さ
ま
美
し
い
衣
装

に
目
を
奪
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
曇
り
空
で
し
た

が
、
時
折
雲
の
切
れ
間
か
ら
見
え
隠
れ
す

る
月
に
参
加
者
全
員
が
一
喜
一
憂
し
な
が

ら
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

十
五
夜
の
宴

　

10
月
1
日（
土
）～
4
日（
火
）に
行
わ

れ
た
の
は
「
十
五
夜
の
宴
」。
イ
ベ
ン
ト

の
一
部
は
、
平
城
宮
跡
だ
け
で
な
く
、
西

大
寺
で
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。こ
ち
ら
は
、

本
や
芸
術
、
飲
食
物
販
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
な

ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
り

ま
し
た
。

　

ブ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ
で
は
、
本
の
販
売
だ

け
で
な
く
、
本
屋
店
主
の
ト
ー
ク
ラ
イ

ブ
や
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
を
実
施
。
ま
た
、

ク
ラ
フ
ト
フ
ェ
ス
タ
で
は
、木
工
や
金
工
、

ア
ク
セ
サ

リ
ー
な
ど

の
出
店
や
、

飲
食
物
販

の
出
店
で

に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

【
平
城
宮
跡

事
業
推
進

室
】

か
つ
て
の
都
で
月
を
愛
で
る

大
宮
通
り
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

読
書
も
、芸
術
も
、運
動

も
す
べ
て
平
城
宮
跡
で

夜の会場に映える色鮮やかな古代衣装

多くの出店テントが並びます

　

大
宮
通
り
ジ
ャ
ー
ナ
ル
第
5
号
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
参
考
に
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
て
参
り
ま
す
。

Ⅱ：不適切 Ⅲ：無回答Ⅰ：適切

Ⅰ：適切
50人
78%

Ⅲ：無回答
6人
9％

Ⅲ：無回答
6人
9％Ⅱ：不適切

8人
13％

②実施区間についてどう思いますか

Ⅰ：良い
51人
80%

Ⅳ：無回答
1人
2％

Ⅲ：悪い
6人
9％

Ⅱ：普通
6人
9％

Ⅱ：普通 Ⅲ：悪い Ⅳ：無回答Ⅰ：良い

①イルミネーションの取り組みについて
　どう思いますか

Ⅱ：長い Ⅲ：短い Ⅳ：無回答Ⅰ：適切

Ⅰ：適切
39人
59%

Ⅳ：無回答
5人
7％Ⅲ：短い

13人
20％

Ⅱ：長い
9人
14％

③実施期間についてどう思いますか

昨冬のイルミネーションの状況
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大
宮
通
り
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
つ
い
て
の
ご
意
見
・
ご
感
想

新大宮駅

東大寺

春日野国際
フォーラム
甍～I・RA・KA～

興福寺
国立博物館

大極殿

朱雀門

平城宮跡

都跡小学校
JR奈良駅

近鉄奈良駅
奈良県庁

奈良県立
美術館

奈良市役所

大和西大寺駅

尼ヶ辻駅

大宮通り

奈良  大立山まつり

ならファミリー 登大路バスターミナル
の工事

大宮通りを花で美しく

平城宮跡歴史
公園の状況

若草山焼き・なら瑠璃絵

大 宮 通り
新ホテル・
交流拠点
事業の動き

P8→→

P7→→ P5→→

P7→→

P8→→

P2→→

P4→→

ぐるっとバス

P12→→

大宮通りジャーナルマップ

●「大宮通りジャーナルについて」のご意見例 ●
・バスターミナルの整備、横断歩道のスクランブルなどいろいろな情報があってありがたい。正確な

情報、わかり易い情報をお願いします。
・戦後復興期に育った大宮界隈。奈良のメインストリートとして、さらに発展していくよう盛り上げ

てください。
・ぐるっとバスの案内が分かりやすくて良かったです。また役に立つ情報や楽しい明るい話題をどん

どん発信してください。
・色々なイベントについて、意見を聞いてもらえるのはありがたい。こういう調査は続けてほしい。
・もっと若者が楽しめるフェスを開催してほしい。
・やっと何か動き出してくれたことがうれしいです。失敗を恐れずに挑戦してほしい。

ご協力ありがとうございました！

○：好意的
33人
52%

意見なし
22人
34%

△：要望・提案
9人
14%

ジャーナルについてのご意見

△：要望・提案 意見なし○：好意的

　

大
宮
通
り
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
つ
い
て
も
、
た
く

さ
ん
の
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
を
も
と
に
、
よ
り
魅
力

的
な
雑
誌
と
な
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
も
大
宮
通
り
ジ
ャ
ー
ナ
ル
を
お
読
み
い
た

だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。



大宮通りジャーナル  第 6 号 （2017.1 ～ 2017.11）イ ベ ン ト カ レ ン ダ ー
イベント名 開催期間 開催場所 内容 問合せ先 料金

ぐるっとバス

平成 29 年 3 月までの土日祝
日に運行
●平成 29 年 4 月以降も土日

祝日を中心に運行予定
※詳細が決まれば HP「奈良

公園・平城宮跡アクセスナ
ビ」に掲載予定

奈良市内

奈良公園ルートと平城宮跡ルートの 2 ルー
トで運行中
通年の土日祝日に加え、イベント期間等には、
平日も運行
詳しくは HP「奈良公園・平城宮跡アクセスナビ

（http://www.nara-access-navi.com/）」
まで

奈良中心市街地公共交通活性化
協議会（道路環境課内）
☎ 0742-27-8667

1 乗車 
100 円 

（小学生以上）

奈良大立山まつり 1/25（水）～1/29（日） 平城宮跡
四天王をモチーフとした巨大な大立山が巡行
し、県内各地の伝統行事が平城宮跡に集結する
あったかもんグランプリ同時開催

奈良県冬季誘客イベント「大立山
まつり」実行委員会
☎ 0742-27-8051

無料（有料観覧
席あり）

若草山焼き 1/28（土） 若草山一帯 早春を告げる古都奈良の伝統行事 若草山焼き行事実行委員会
☎ 0742-27-8677 無料

しあわせ回廊　なら瑠璃絵 2/8（水）～2/14（火） 春日大社、興福寺、東
大寺、奈良公園一帯

奈良を代表する三社寺を光の回廊で繋ぎ、
幻想的な瑠璃絵の世界へ誘う

なら瑠璃絵実行委員会
☎ 0742-20-0214 無料

春日大社　節
せつぶん

分万
まんとうろう

燈籠 2/3（金） 春日大社 境内の 3000 基にも及ぶ燈籠に灯がともさ
れる

春日大社
☎ 0742-22-7788 

回廊内特別参
拝は 500 円。
また、3000
円以上の初穂
料で献燈可

日本書紀を語る講演会 ～ 3/5（日） 県内各地 「日本書紀」がもつおもしろさ、文化的価値
を知ってもらうことを目的とした講演会

「日本書紀を語る講演会」事務局 
☎ 03-5226-8537 無料

東大寺　修二会 3/1（水）～14（火） 東大寺二月堂 「お水取り」「お松明」とも呼ばれる伝統行事 東大寺寺務所
☎ 0742-22-5511　 無料

平城京天平祭 5/3（水・祝）～5/5（金・祝） 
予定 平城宮跡 天平行列を中心とした華やかなイベント 平城京天平祭実行委員会

☎ 0742-25-0707 無料

天平たなばた祭り
～平城京天平祭・夏～ 8/25（金）～8/27（日）予定 平城宮跡 光と灯りで夜の平城宮跡を彩るイベント 平城宮跡にぎわいづくり実行委員会

☎ 0742-27-8973 無料

第32回国民文化祭・なら2017 
第17回全国障害者芸術・文化
祭なら大会

9/1（金）～11/30（木） 県内各地 障害のある人もない人も楽しめる文化・芸術
イベントを、県内 39 市町村で開催する

国民文化祭・障害者芸術文化祭課 
☎ 0742-27-8478

無料
（一部有料）

大宮通りジャーナル　第 6号　2017年 1月発行
発行
編集

奈良県
県土マネジメント部まちづくり推進局
平城宮跡事業推進室

平城宮跡事業推進室 Tel.0742-27-8973 道路管理課 Tel.0742-27-7502
奈良公園室 Tel.0742-27-8036 道路環境課 Tel.0742-27-8667
地域デザイン推進課 Tel.0742-27-7521 国民文化祭・障害者芸術文化祭課 Tel.0742-27-8478
大宮通り新ホテル・交流拠点事業室 Tel.0742-27-8873 ならの観光力向上課 Tel.0742-27-8051

●各事業に関するお問い合せ

近鉄大和西大寺駅
奈良公園ルート

平城宮跡ルート

薬師寺

0 200 400 600 800 1,000m

※1

※1

※１　奈良公園ルートの奈良公園前 ( 県庁前 )9 時から 10 時 15 分発のバスは、
　　　手向山八幡宮・二月堂前 (R5)、若草山麓 (R6) バス停を経由しません。

手向山八幡宮・二月堂前

若草山麓

春日大社
JR奈良駅西口

奈
良
春
日
野

国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
甍
前

東
大
寺

国
立
博
物
館

ならまち 高畑
駐車場・浮見堂

奈良ホテル

近
鉄
奈
良
駅

奈
良
公
園
前

（
県
庁
前
）

奈
良
国
立
博
物
館

奈
良
国
立
博
物
館

法華寺・海龍王寺

ならまち・なら工藝館

朱雀門朱雀門朱雀門朱雀門

奈
良
市
庁
前

宮
跡
庭
園

大極殿

海龍王寺
法華寺

R2

R1
B1

B2

B3

B8

B5

B6

B7

B4臨時

臨時

B9

B10 B11

R3
R4

R5

R6

R7R8
R9

R10
R11

R12

R13

海龍王寺
法華寺

●「ぐるっとバス」の詳しい運行情報は
　 〈 HP「奈良公園･平城宮跡アクセスナビ」 〉
　http://www.nara-access-navi.com/

「ぐるっとバス」ルートマップ


